
                                      

  

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

日 曜 行事予定・バス園外保育等 
あいあいのへや 
10 時～11:30 

１ 水   お休み 

２ 木 

〈笹飾りつけ 遊戯室〉 

ひまわり組 太鼓であそぼう 

ひまわり組 読みきかせ 主任児童委員西田様 9：00～                            
                   📕絵本貸出 

 

3 金 
きく・ひまわり組 プラネタリウム 〈笹飾りつけ 遊戯室〉 

ゆり・ちゅうりっぷ組 おはなしの会    布団持ち帰り  

七夕飾りつけ 

7 火 ☆七夕の会  

8 水  
輪踊りおどってみよ
う 

9 木                      📕絵本貸出  

10 金                     布団持ち帰り 
身体を動かしましょ
う 

11 土 

☆ふれあいサマーフェスタ（夏祭り ） 

※詳細については「ふれあいサマーフェスタのお知らせ」を

ご覧ください。 

夏まつりに参加 

14 火 きく組 体育教室  

15 水 ☆安全の日 氷であそぼう 

16 木 📕絵本貸出  

17 金 ☆食育の日                布団持ち帰り 
身体を動かしまし
ょう 

21 火 ゆり組 ☀末広緑地 ☂小松空港  

22 水 人権啓発人形劇              
相談員とお話ししま
しょう 

23 木 📕絵本貸出  

24 金 きく・ひまわり組 川遊び（滝ケ原）    布団持ち帰り 
遊戯室で遊びましょ
う 

29 水  
のんびり遊びましょ
う 

30 木 きく・ひまわり組 手取りウォーターガーデン📕絵本貸出  

31 金 
ひまわり組 かきかた教室 

ゆり・ちゅうりっぷ組 いきもの道場 布団・ズック持ち帰り 

氷であそぼう 

７月 の 予 定 

親子で一緒に、笹に短冊をつけます。 

7．７．１ 

 

社会福祉法人大和善隣館 幼保連携型認定こども園 月津こども園

月津こども園 園だより
教育・保育理念：「善隣のこころ」 
“  
われ等 善き隣人たらん” 

教育・保育方針：三つのゼン 
すべての子どもが 

『安全』にすごせる心くばりをする 
すべての子どもに 

『自然』の大切さを気づかせていく 
すべての子どもの 

『積善』への努力をみとめていく 

教育・保育目標 
・心身ともに健康な子ども 
・自然を大切にする子ども 
・自分で考えて行動できる子ども 

 元気いっぱい水あそび 

 

力を合わせてがんばろう 
 

教育・保育方針
７・８・９月のねらい

★
http://www.tukidu-kodomoen.com 
e-mail tukidu@daiwazenrinkan.com 
 TEL（0761）44－3020
園への連絡は  080-6363-8712 へ

 

＊8 月 14(金)～15 日(土)…保育が必要な方はお弁当持参となります。 
＊9 月 10(木)…きく・ひまわり組「ファミリースポーツディ（運動会）」（サンアビリティーズ） 
祖父母の方も誘ってぜひご参加ください。 

＊園児引き渡し訓練… 9 月１日（火）「防災の日」にあわせて行います。

＊9 月 17㈭…講演会・保育参加を予定しています。保護者の方は子ども 1 人につき一名となります。 

※詳細は後日お知らせします。 

【お願い】 
＊クロックスやサンダルは怪我につながりますので、靴（ズック）での登園をお願いいたします。 
＊暑くなり汗をたくさんかくようになるため、７月より、毎週金曜日に午睡布団を持ち帰ります。 
 お洗濯よろしくお願いします。掛け布団は薄めのタオルケットのようなものでお願いします。 

小塩 詩織・松木 悠佳梨…6 月より産休に入りました。 
蒔田 友紀…7 月より産休に入ります。よろしくお願いいたします。 

三つのゼン≪自然≫～水の加減で代わる質感のおもしろさを楽しもう～  
 園庭に出ると子ども達の一番のお目当てはポンプです!！ポンプから井戸 

水が出てくると「キャー」と声を上げて大興奮♪池に水が溜まってくる 
と「気持ちいい」と言って幸せそうな表情をする子ども達。またバケツや 
ヤカンなど水がたくさん汲めそうな道具を選んで「持ってきたよー!！」 
と砂場まで水を運ぶ子、スコップで土を掘る子など自然とそれぞれの役割に 
分かれて泥んこ遊びをしています。穴の中に水をジャバーっと流し込み、 
足をつけると「お風呂みたーい!！」と砂場がお風呂に変身☆また鍋いっ 
ぱいに水を入れ、次に砂を入れていくと…「カレーライスできた!！」と 
砂と水を混ぜ込んでカレーライスに変身☆中には「もっとドロドロにした 
い！」と言って水と砂の分量を試行錯誤しながら子ども達は遊びのなかで研究しています。

土は、子どもの力で形を変えたり、組み合わせたりすることができ、何度でも作り直すことが
できます。身近な素材の中で、いちばん子ども達の想像力を刺激して、考えを巡らせる素材だ
といえます。これからも子ども達の想像力を大いに刺激できるよう、熱中症など安全を考慮し
ながら夏ならではの遊びを楽しんでいきたいと思います。 

7 月を迎え、園庭には夏の光と子どもたちの元気な声が広がっています。日々の遊びの中で、子ど
もたちは自然に触れ、やってみたい気持ちをどんどん育んでいます。 
 この6月、東北地方で大きな地震がありました。私自身、地震発生の数日前に研修で震度7の地震
を体験し、災害時の恐怖と備えの重要性を改めて感じました。日頃の避難訓練や環境点検をより丁寧
に行い、子どもたちの命を守る体制を強化してまいります。 
 先日の 2.3 歳児「ファミリーふれあいデー」では、保護者の皆様、祖父母の皆様、地域の方々に温
かくご参加いただきありがとうございました。“見せる行事”ではなく、”一緒に楽しむ時間“を大切
にしたことで、子どもたちの表情がいっそう柔らかく、安心に満ちていたことが印象的でした。 
 そして 7 月 11 日には「ふれあいサマーフェスタ（夏まつり）」を予定しています。園内では、年
長児が友だちと相談しながらお神輿づくりに取り組んでいます。「ここ虹色がいい！」「屋根に金色を
貼る！」と自分たちで考え、工夫し、力を合わせて形にしていく姿はこの時期ならではの大きな成長
です。また、保護者会の皆様には、お店の準備を熱心に進めていただいています。時間を調整しなが
ら集まり、細やかな工夫を重ねてくださる姿に感謝しています。さらにサマーフェスタ終了後の翌週
には、事後活動として2日間の園開放を行い3歳以上児の祖父母や地域の皆様を招いて「夏まつりご
っこ」を楽しむ時間を設けます。当日の経験を遊びの中で再現し、誰かに見てもらう喜びや関わりの
温かさを味わえる機会にしていきたいと考えています。  【園長：荒井 早苗】 
 


